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1. はじめに

美ケ原高原の南斜面の植生については，低山帯(土田.

1979 )および亜高山帯(土田， 1981)の一部についてす

でに報告した。本報では亜高山帯の残りの植生について

報告する。乙とでとりあげた植生は， コメツガ林，ダケ

カバ林mカラマツ若令林， ウラジロモミ若令林.スス

キ草原，シナノザサ草原(2)である。なお風衝地草原およ

び放牧地植生については本シリーズより以前K報告した

(土田， 1973)。以上で当地の植生のほとんど全てにつ

いて報告したζ とになる。現在乙れらの区分かつ解析さ

れた植生データをもとに植生図の作成，またその植生図

をメッシュ法により解析し，植生分布とその成立要因，

現存量の推定.植生の変選，土地利用の一環としての植

生管理への指針などさまぎまな応用をはかつており，別

報で報告したい。

調査ILあたりお世話Kなった信州大学教養部自然、保護

ゼミナールの学生諸君K感謝する。またいろいろ示唆を

与えて頂いた信州大学教養部松田松二教授，星川和俊講

師K厚〈御礼申し上げます。

2. 調査地と調査方法

調査地は，美ケ原高原南斜面の亜高山帯(標高1600m 

以上)にあたり，相観的rc:い〈つかの群落に区分できた

植生の中で，本報では上述の群落について，各所に分布

している中で最も代表的と思われる場所を調査区rc:.選ん

だ(図1)。森林群落の場合は，調査区に10XI0mの方形枠

(高木林)か 5X5mの方形枠(低木林)を 2-3個設

け.各枠IL出現する植物で低木層以高は毎木調査(樹高，

DBHの測定)をおζない，草本層は出現植物の被度，高

さ.根元直径などを測定した。得られたデータから各調

査区における植物の優占度(SDR)を算出した。調査は

1981年と 1982年の夏期にお乙なわれた。
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3. 結 果

1)植生の分布

本報でとり上げた群落は 6群落である。以下各群落に

ついてその分布と立地について述べる。

コメツガ林は面積的には少域である。シラピソーコメ

ツガ林(既報)と同一視されやすいが，それとは質的に

異なるとともに成立場所も明らかに異なる。すなわち，

コメツガ林はE高山帯下部および低山帯上部の範囲Kみ

られ， しかも立地が急傾斜地の岩角地である ζ とである。

したがってそのような立地は.美ケ原南斜面ではいわゆ

るグランドキャニオンと称される玉ケ頭下方一帯にある

ので.コメツガ林もそ ζl乙集中している。もちろん当地

に人為や山火事が及ぶ以前にはかなりの範囲に分布して

いたものと思われ，そのような場所はダケカパ林や低木

林になっている。乙のコメツガ林は土地的極相かどうか

は後述する。

ダケカパ林(2)は，前報(土田， 1979)でダケカパ林(1)

として報告した植生の別タイプとみてよいが.ダケカパ

林(2)の万がより優占的で広域Kわたっているので， ζち

らの万を中心とする。ダケカバ林(2)は標高1600m以高の

亜高山帯に分布しているが.本来的l乙は針葉樹林で被わ

れていた地域と重なる二次林である。ただ高標高の稜線

近くなるとこの林は発達せず，ササ草原や風衝草原にな

る。またとの林はやはり玉ケ頭下方一帯に成立している

が，百曲りから茶臼山一帯lζかけては少域である。 ζれ

は一つにはカラマツ植林地が亜高山帯に広がっている乙

とと.伐採，または山火事後，時間の経過が短か<.ま

だ低木林状態で高木林としてのダケカパ林まで発達して

いないことも考えられる。なおダケカパ林(1)はダケカパ

林の中に亜高山性針葉樹を伴なわないで， ミズナラなど

ブナ林的要素をもっている林だが，これはシラカパ林の

高標高型とみて，低山帯上部に出現する移行帯的二次林

と考えられ，従って面積的にも少域となっている。

カラマツ若令林はカラマツ人工林で前報(土田， 1979) 

のカラマツ林より樹令が若い林で，いろいろの段階があ



るが本報では10-15年生の林を調査区とした。カラマツ

林は低山帯や亜高山帯をとわず分布するし.また面積も

かなり広い。ただ高標高地でしかも急斜面での植林はお

乙なわれていない。

ウラジロモミ若令林も人工林であり.また10年程度の

若い植林である。乙の植林地も茶臼山の北斜面(風背地)

に少域みられる白

図 1. 美ケ原南斜面の地形図と調査区 (1-6) 

コメツガ林 2 :ダケカパ林(2) 3:カラマツ若

令林 4 :ウラジロモミ若令林 5 :ススキ草原

6 :シナノザサ草原(2)

ススキ草原は亜高山下部の伐開跡地で， しかも低木林

IL発達する前の遷移段階にあたる群落である。もちろん

低山帯にも出現すべきだが，当地ではシラカパ林やカラ

マツ林におきかわっており高標高地のごく一部に限られ

てみられる。シナノザサと競合すると思われるが，その

立地はやや低標高地である ζと.風街地性である ζとが

特徴的である。

シナノザサ草原(2)は，前報(土田， 1981 )のシナノザ
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図 2. 各群落の階層構造。横軸は植被率(%)

サ草原(1)より低標高で，風衝性でな<.森林消失後K一

帯をササが覆ったという様子である。ススキ草原とモザ

イク状K分布するが多雪的環境の傾向がつよい。

2)階層構造の解析

4つの森林群落の階層構造図を図 21C示した。

とれによると.コメツガ林は群落高が21mと高<.高

木層は植被率も高〈よ〈発達している。しかしE高木層.

低木層.草本層の植被率は非常に小さい。コケ層は70%

とよく発達している。 ζのコメツガa林はコケ林床であり，

土壌の発達が悪いζ とを示しているが，それと林冠の発

達により中間層の発達が極端に悪い構造を示している。

ダケカパ林(2)は，群落高が11mと高乙はない。高木層

をダケカパが占めているが，植被率は低い。それに対し

て亜高木層は75%とよ〈発達している。上層部の発達に

ともない低木層の植被率は10%以下であり，また草本層

も40%とそれほど多〈ない。落葉広葉樹林であることが

亜高木層の発達の大きな原因であろう。

カラマツ若令林は，当然ながら高木屑の優占がみられ，

亜高木層，低木層の発達が悪い。草本層では第 l草本層

が植被率90%をとえているが， ζれはシナノザサの繁殖

ILよる。

ウラジロモミ若令林は群落高 4.5m位で低木林の相観

を呈す。上部の低木層も下部の草本層も植被率は40%以

下である。

図fC示してはないがススキ草原およびシナノザサ草原

は.群落高 1m前後.植被率は 100%近い。

3) 種類組成

各群落の種類組成を表 lおよび表 21L示した。

コメツガ林は高木層(T.)はコメツガがl憂占している

がウラジロモミも高値を示す。またサワラ，アカマツ，

トウヒなど上位はすべて針葉樹が優占している。亜高木

層 (T2)と低木層 (S'，2 )はサワラ l種のみである。草

本層(I::I)はリョウブが優占種でコミネカエテ: ミヤマア

オダモなどの低木類が上位を占める。いずれにしろ低木

層，草本属の発達は非常に悪いので量的lζは少量である。

ダケカパ林(2)は. T.はダケカパがSDR100%となり 2

位のナナカマド(11.7%)を圧倒している。そのほかコメ

ツガ(4位)も出現している。 Eはサラサドウダン，ナ

ナカマドの低木類が上位にあり，コメツガ，ウラジロモ

しダケカパがそれにつづく。すなわち高木種が第 2位

群にある。 S.はサラサドウダンとコメッカーが100%のSD

Rを示し， ヒロハツリバナ，ホツツジ，オオカメノキが

第 2位群を占める。 Hはヒメノガリヤス，アキノキリン

ソウの草本類が上位を占め.ウラジロモミにつづいてホ

ツツジ，ノリウツギの低木類が中位となっている。シナ

ノザサも出現するが値は低い。またコメツガも低値であ

る。ダケカパは出現していない。
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表 1. 各群落の種類組成と積算優占度 (SDR%) 

階 コメ ツガ林 ダ ケ カ パ 林(2) カフマツ若令林 ウフジロモミ若令林

層 種 名 5DR%。 種 名 5DR% 種 名 5DR% 種 名 5DR% 

コメ ツガ 100.0 ダケカノT 100.0 カ ラマツ 100.0 

TI 
ウラジロモミ 87.0 ナ ナ カ マ ド 11.7 

サ ワ フ 53.5 タカネザ「クラ 6.8 

アカマツ 51.7 コメ ツガ 6.7 
層 ト ウ ヒ 39.9 

ダケ カ パ 9.2 

サ ワ フ 100.0 サフサドウダン 100.0 カ フマツ 100.0 ウラジロモミ 1 00.0 

T2 
ナ ナ カ マ ド 78.5 シラカノて 53.6 

コメ ツ ガ 45.7 サビバナナカマド 44.5 

ウラジロモミ 43.2 ダケカバ 16.4 
層 ダケカノて 24.0 

他 8 種略

サラサドウダン 1 00.0 シラカノて 100.0 ダケカ/-{ 100.0 

コメ ツガ 100.0 ダケカ/-{ 46.9 チョウセンゴミシ 50.0 
51 

ヒロハツリノてナ 86.9 オオヤマザクラ 41.2 シラカノf 37.5 

ウラジロモミ 45.2 ノリウツギ 23.7 サヒ守バナナカマド 37.5 
層 ダケカノて 30.7 

他 7 種略

サ ワ フ 100.0 サフサドウダン 100.0 ノリウツギ 100.0 レンゲツツジ 100.0 

コメ ツ ガ 78.3 オオヤマザクラ 3 1.6 ス ス キ 60.9 

52 
ヒロハツリパナ 72.3 サラサドウダン 21.1 チョウセンゴミシ 10.9 

ホツ ツ ジ 3 6.1 ウラジロモミ 1 0.4 

層
オオカメノキ 27.7 ホタルサイコ 9.9 

ウラジロモミ 24.1 

他 9 種略

ヨ ウブ 1 00.0 ヒメノガリヤス 91.3 シナノザサ 100.0 レンゲツツジ 87.8 

コミネカエデ 36.0 アキノキリンソウ 59.8 ツ バナ 1 1.0 ス ス キ 81.9 

ミヤマアオダモ 23.8 ヤマイヌワラビ 56.2 ヤマブキショウマ 39.7 

HI チョウセンゴミシ 22.0 ウラジロモミ 52.0 チョウセンゴミシ 29.4 

アイズシモツケ 2 1.8 ホツツジ 4 5.8 ツJレウメモドキ 1 7.5 

層
ヒロハツリノてナ 20.4 ノリウツギ 36.5 ヨ モ ギ 16.1 

ミヤマワラビ 18.4 ミネカエデ 34.9 ノ アザミ 14.7 

ミヤマザクラ 17.7 シナノザサ 30.3 ハクサンフウロ 13.7 

ウラジロモミ 17.4 ヤマヨモギ 25.1 シシウ ド 10.5 
ト一一一一一

アオノ、タe 1 5.8 セリ科 sp 24.7 シナノザサ 1 00.0 アカショウマ 98.9 

イボヲヒョウタMFヲ 11.9 ノ アザミ 24.5 ノリウツギ 10.3 オオパギ、ボウシ 78.5 

ミヤマイボタ 11.9 カニコウモリ 22.8 コヨウラクツツジ 10.3 クガイソウ 50.0 

~ サワダツ 1 1.0 ウスユキソウ 21.8 ミヤマワラビ 3.2 ス ス キ 42.0 I 

ノリウツギ 1 0.1 ヒロハツリバナ 2 1.8 Lノ ダ sp 1.3 チョウセンゴミシ 37.1 

層 コシアブラ 7.5 オオカメノキ 20.0 ヨ モ ギ 36.4 

イワカーラミ 7.0 他 17 種 略 ハクサンフウロ 34.3 

ミヤママタタビ 6.4 ミヤマワラビ 29.2 

シラネワフピ 6.4 ヤマオダマキ 27.4 

ヒメノガリヤス 24.0 

レンゲツツジ 21.5 

ススラン 2 1.5 
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りなどの人為が時々加えられており.非常K単純な組成

である。

ウラジロモミ若令林はT21ζウラジロモミのみがあり，

SII<:ダケカバの幼樹が優占している。 S2はレンゲツツジ

やススキが優占している。 H1はS2と同じ優占種である。

H2はヤマブキショウマ・オオパキ、ボウシ・クガイソウ・

ススキ・ヨモギなど草原性の組成である。

ススキ草原はススキの優占につづいて，値は低〈なる

がヤマヨモギ・シナノザサ・レンゲツツジ・ヤマブキシ

ョウマなど36種もが出現し，高原性のススキ草原の組成

を示している。

シナノザサ草原(2)はシナノザサの圧倒的な優占K高茎

のヤマヨモギが2位となっている。そのほかクマイチコ'

.ヤナギラン・ノアザミ・ゴマナ・ヨツパヒヨドリなど

の高茎植物が上位を占め25種が出現している。組成的に

やや湿生といえよう。

4) 樹幹解析と量的組成

図 31<:は各群落1<:おいて第 l低木層 (SI)以上に出現

する樹木についてDBH(胸高直径)を 5cm毎のサイズク

ラスで示した。たて軸は個体数である。また図 4には各

群落の SI層以上の樹木のBA(基底面積)をもとにして.

各種の相対基底面積(RBA%)を示した。前者は幹の太

さの組成分布，後者は種毎の相対量，すなわち大Sっば

にいえば樹令分布と現存量の目安となるものである。な

おζれらの値は調査枠の合計値を使用したので単位面積

当りの値を示すものではない。

1時巴

各群落の種類組成と積算優占度 (SDR%)

階 ススキ草原 シナノザサ草原(2) 

層 種 名 SDR% 種 名 SDR% 

ス ス キ 100.0 シナノザサ 100.0 
ヤマヨモギ 37.8 ヤ マ ヨ モ ギ 51.7 
シナノザサ 25.5 クマイチゴ 16.5 
レンゲツツジ 23.5 ツJレウメモドキ 15.3 
ハクサンフウロ 21.4 ヤナギラン 12.7 

H ヤマブ、キショウマ 16.7 ノ アザミ 11D 
ノアザミ R 14.9 トチノ キ 8.6 
ヤマハハコ 14.8 コ マ ナ 8.2 
ヒゲノガリヤス 14.2 ヨツバヒヨドリ 7.3 
オトコヨモギ I 1.0 アオダモ 6.9 

層 ホタルサイコ 11.0 モミジハグマ 6.7 
ツリガネニンジン 9.9 ミヤマワラビ 6.6 
シシウ ド 8.9 カンスゲ sp 5.7 
ホソノてヒカゲスゲ 8.6 オ シ ダ 4.0 
他 22 種略 イ タ ド リ 4.0 

他 10 種 略

表 2.

カラマツ若令林のT1は当然カラマツのみであるが.T2で
は生長のおくれたカラマツとともにシラカパ.サヒe

バナ

ナカマド，ダケカパなど落葉樹もみられる。低木層のSI

ではカラ 7 ツはな<.シラカパやダケカパ，オオヤマザ

クラなどの落葉樹が少量出現する。 S2ではノリウツギが

優占している。 H1ではシナノザサが優占し，ツリパナと

とも』に出現はわずか 2種のみである。またH2でもシナノ

ザサが優占し. 5種しか出現していない。ともか〈下刈
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5 -10cmのサイズ以下に出現している。 ζのクラスでは

ダケカパを除いて高木種は乙の 2種で他は低木種である。

0-5 cmのクラスではサラサドウダン.ナナカマド. ヒ

ロハツリバナなど低木種の個体数が多<，高木種は数個

体となっている。全体的にみるとダケカパの優占が今後

さらにつづ〈と思われるが，針葉樹にやがては変わって

ゆ〈ものと思われる。 RBAでみると.ダケカパは50~也

を占め，つづいて，ナナカマド，サラサドウダンなどの

低木類があり，コメッカーがそれにつづしダケカパの独

占的な群落である。

カラマツ若令林については，本来同一樹令にあるはず

のカラマツも DBHの分布でみると5-20cmと大きな巾が

ある。 10-15cmのクラスが最多である。 5cm以下にシラ

カパが多い。 ζの林もいずれはカラマツ以外の樹木は除

去されカラマツ細木として育林されてゆ〈であろう。

RBHもカラマツが 100%近〈を占める。

ウラジロモミ若令林は 5-10c皿のクラスl乙ウラジロモ

ミが集中し，その前後のクラスは個体数はわずかである。

時間の経過ととも Kカラマツ若令林と同じような DBH

分布を示してい〈であろう。 RBHもウラジロモミが独

占している。

コメツガ林のDBH分布についてみると，最高DBHは

40cm以上もあるアカマツが l個体あり，つづいて30-35

cmにウラジロモミとコメツガが計 3個体出現している。

コメツガは中径木に集中して多く.またサワラも比較的

多い。乙のコメツガ林は発達段階にある ζ とがよみとれ

る。 RBAについてはコメツガとウラジロモミが全体の

50%を同率で占めており，残りをサワラ，アカマツ， ト

ウヒでほぼ 3分している。 ζのように量的にはコメツガ

独占林ではないζ とがわかる。しかしアカマツ，ウラジ

ロモミは老令木しかない乙と，後継木がない乙となどい

ずれは消滅し.コメツガーサワラ林l乙移行してゆくであ

ろう。

ダケカパ林.(2)は大径木はなく 15-20cmが最大のサイズ

クラスでダケカパのみがみられる。ダケカバは10-15cm

でも 11個体と最も多いが， 5 -10cmのサイズでは 8個体

で，枯死体も 5個体あった。ウラジロモミやコメツガは

4， 考察とまとめ

美ケ原南斜面の亜高山帯Kみられる，いくつかの植生

についてその組成と構造を論じたが，結論的には13群落

K区分できた。すなわち，ウラジロモミ林， シラカバ林

(以上低山帯上部~亜高山帯下部)，広葉低木林jシラ

ピソーコメツガ、林.シナノザサ草原(1)，コメツガ林，ダ

ケカパ林(2)，カラマツ若令林(低山帯にもわたる)，ウ

ラジロモミ若令林，ススキ草原，シナノザサ草原(2)，風

衝草原，放牧草原で，後 2者をのぞき本シリーズで報告

した。低山帯を含め当地の植生はほとんど網羅した乙と

になる。全体的にみた場合，当地は90%以上人手が入っ

た植生であり.原生的と思われるシラピソーコメツガ林

も沢伐または選伐が行なわれている。しかし急傾斜地や

岩角地，崩壊地などは災害防止上，保安林として余り手

が入っていない植生も断片的に残存している。いずれに

せよ人為をうけた時期，程度による異なる植生がモザイ

ク状に分布しており.それらを全体的に把握する乙とは

難しい。美ケ原の当斜面はさらに複雑な地史目地形を有

し.基質の状態もバラエティ lζ富んでいる。乙のような

立地環境がさらに植生の種類や成立分布を複雑にしてい

る。乙れらの植生の動的な関係(遷移)も複雑である

が第 l報で示した図式は基本的に合致するであろう。す

なわち低山帯は，原植生がウラジロモミーブナ林で.そ

れが伐採，山火事などで他の植生に変化し.それが時間

的な経過で異った植生を形成している ζ と，~高山帯は
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原植生がシラピソーコメツガ林で同様のζ とがいえる。

一応全域にわたって植生の記載がなし終えたので，今

後はζれらの区分のもとに植生図の作成をおζない，植

生成立分布の原因をメッシュ法により解析するつもりで

ある。
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写真の説明

1. iI至高山帯の全景

2. コメツガ林とダケカパ林(2)

3. 型高山帯の近景

4目 ススキ草原

5. ダケカバ林(2)

6. カラマツ若令林




